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図に於いて (a}より(b)へ移って歯 T2 は P2だけ移動せしめられる.即ち図 (C)に於い
て YIYlの位蔽 (-fの最前進位
寵)にあ った T2の歯喉線は P2
だけ移 動 雇 しめられてY.Y.の位
竃t/羊来 る . この時金剛砂Kの上下
位麓 K .K ｡ とYoY.とのずれを
∂P･i(一 般 に は ∂P,Jとし,歯 Tri
の歯喉 が 研 倒 される場合,即ち図
(C)の 如 く Y｡Y｡が K｡K｡よ








て ピ ッチ P･2は
P2-∂P2-P



















P湖くP なるときは Pn とP州 とに変化を生じ
P/.i,-1･Pn-】-3Pn-1+∂P･n
PIJも:P･,3-∂P)も十∂P･78+】
となる.但し,oT･nJ,∂P･)石,∂P,i+l がいづれも負なる琴合であり, 正なると考は P'n-',P'クあ








k k-] k-1 k-l
Pl-P1-∂Pl+∂P2
k k-】 k-【 k-】
P2-P･1-∂P2十∂P:i












となる.しかるに PI･nに対して ∂P.･l+1は常に ∂P,Ji≦0 として働 くから
Pr/3≦P･,ち
即ち Pノ～>Pなる場合は Pl7古≦Pnとな り,Plmは ∂Pn,∂P7～,がいずれも正で且
21∂P訂 く I∂P73+ll








ならざる限 りPlraは P78よりもPに.近 くなる.
I(-1 汰-I
以上 1),2)を通じて考えるに ∂P,l,∂P･n+1が同じ符号で,且
















を選 りつ 1且つ研削を行うことは機構上不可能であり,2ピ ッチ前進させた場合は,上述の2ピ
ッチ後返させる場合と同じ結果とたる.
侍本稿及び附図ではすべてピッチPを単位にとって他の寸度をえがいてある.
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'金剛砂の琴線の丸埠を隼田と考え之の年径牢 rtキすれば,･か くして生じる歯青線は中心が b)
に書いた式 (4)で表わされる曲線上を動 く年径 rの円の包絡線とたる.
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従って式 (9)と式 (12)とを解いて 之紅を満足する O-が Ooである･然しながら実際に (9)
と (12)とを解 くことは困難であるから,図的に或は途次近似法で求めればよい･
9.歯 型 の 考 察




前にも述べた如 く寸度はピッチPを:単位にとり且つ塗 りの爪の往復距離 2lalを
2aJ-1.5P 従って
























































として yaと リ1,の低を横々変じてその影響を tanγについて調べたものが Fig･10である･





e) 種々なる歯型の例 ､ ､ち








ととって,/Zれに対して Le, ya従って亦 Aを変化やしめたときに生ずる歯型を実際に.p-1.と
してえがいたものが附図の歯型 Fig･ll-F.ig･19で率る.侍図年記入した諸数値中 S と記した
のは歯喉面積である.
10･む . .す. ぴ~
旦上考察して乗を所を要約してみ考と.,-.前昼中如き日立横の構造竿は
1) 金剛砂の上蔀 位債と途 りの弧の最前進点と′が一致するよう,た機構ではピッチのむらは修正
さ推ない.~しかし歯高や歯脊角等ぼ修正加土され畠. ～




4) 歯青線を表す式汰 (9)(5)及び (8)式即ち11
13:















y-孟 京 Ⅹ-a′-1･a′) +義
で泰わされる.


























tobemade.Sowe should device.to fix the blade_irlprocessOfgriqding
throat.


















ra′,rb′:the quantity.deduced respectively from ra,rbthe rLadiusof
circularcam G andH
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And.､wheneくOorya> いトCOnCaV与1y.











lnC) 6=/I+-2r 炉 阜Tv ･taT?r/
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